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DNS
スキャン

WEB
クローリング

実現
方法 自社の公開

情報を客観
的に把握

探索範囲の
制限が必要

特徴
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ログ分析

ネットワーク
モニタリング

実現
方法 リアルタイム

監視と
異常検知

システム負荷
の管理が必要

特徴
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境界型防御
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IT資産の複雑化による境界型防御の限界
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ゼロトラスト
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• ITリテラシー向上を図る

•社員による法令違反を 低減させる狙い

•セキュリティ意識を高められる

→外部関係者へのリスクを抑えることにつながる

勉強会方式
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•必要に応じて勉強会直後に確認テストを行い、
各回答者の信頼性を測る

•外部内部の情報とかけ合わせて裏付ける

情報の精度



•懇親会終了直後に実施する

•選択式中心 + 一部記述式

•回答しやすい設計

→QRコードを表示してGoogleFormで回答 25

アンケートの設計
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勉強会案

資料構成案

主催者向け資料

参加者向け資料

懇親会プランパワーポイント
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https://mbsdcc2024-view.pages.dev/
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https://mbsdcc2024-view.pages.dev/



https://mbsdcc2024-view.pages.dev/



https://content-viewer.onrender.com/
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